第3回　施設処遇検討会議　議事録　H23.5.9

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：長谷部S.G.M・須々田珠実・小笠原嘉紀・木村春子・上平ユリ子・柴田真弥・佐々木大亮

　　　　　　　　　　　   　　（ 欠席者：千葉C.E.O・秋山欣也・中村文洋・小坂和子・三浦綾）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

記　録：須々田　珠実
議題

１：清川　厚子様　（青山荘入所者様）の処遇について

２：岩城　敏夫様　（青風荘入所者様）の処遇について

１：清川　厚子様　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：軽度知的障害、情緒不安定性パーソナリティー障害　　　

合併症：　糖尿病（19単位）、白内障

＜問題点・介入方法＞

①健康管理

（糖尿病・おやつは事務所預り）

・ウォーキング・散歩

・毎日の体重測定

・毎日の体重測定

　　⇒毎朝体重測定を行い、スタッフが確認し、体重表に記入する。

介入方法
・糖尿病に対する理解が乏しい。間食への欲求が強く自制できずに食べ過ぎてしまう。糖尿病の病状悪化につながる為、間食量を確認したり栄養指導を行ったりする等本人へ疾病理解を促す必要がある。

⇒１日360ｋcalまでの間食を守る。自炊のご飯の量を170ｇきちんと測る。食事の量について毎回確認する。

　　⇒毎月一回栄養指導がある為、職員も同行し、献立などの相談をしてくる。

・散歩コースを決めて一日一回必ず実施する。

　　⇒時間を決めて散歩・ウォーキングを行うよう促し、拒否が見られたら、一緒に行動する。
②左足の親指の巻爪があり皮膚科受診

入浴（火・木・土）・洗濯

介入方法

・左足親指の巻爪があり、一時良くなっていたが、再度、痛みを訴えている為、皮膚科受診する。

　頭皮垢・耳裏についても観て貰う。⇒職員同行し受診する。

・入浴は（火・木・土）と決めて、スケジュールに取り入れていく。

⇒拒否がある場合には、本人のペースに合わせながら、介入していく。
・洗濯は入浴後に行うよう促す。

⇒出来ていない時は声掛けし、一緒に行う。

＜評価＞

入浴拒否が続くことで皮膚病が悪化してきているため、本人にも自覚を持っていただくよう入浴の必要性を説明していく。その手立てとして、皮膚病悪化時の状態を写真に撮って本人に見せることで視覚的に理解を促す方法も良いのではないか。入浴時にはきちんと洗えているのか確認も行う。　

また、活動領域を狭めないよう日中活動として散歩も継続実施するようにし、散歩コースを設定して取り組むようにしていく。作業も入所時から取り組んでいたクロスステッチや刺繍が高度なのであれば、本人のレベルに合わせたものを設定し、評価を行っていく。夫様送迎での外出時には市内へ単独外出させるだけではなく、自宅に居て家事を行ってもらうなど本人に役割意識を持ってもらうような関わりが必要であることを夫様へも働きかけていく。
２：岩城　敏夫様　（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：心房細動

＜問題点・介入方法＞

①身の回りの整理、保清が出来ない。（物が多く必要品を見つけることが出来ない）

・定期的にスタッフと一緒に整理整頓を行ない、衣装ケースにラベルをつけ、用途別に収納できるよう収納方法を説明していく。

・同じ物を購入することがないように買物前に必要品であるかスタッフと一緒に検討する。

・洗濯の済んだ衣類は速やかに整理する習慣をつけ、汚れた物は洗濯かごに入れる習慣をつけていく。

・物忘れが激しい事を自覚している為、部屋に物が多量にあると必要な物を探す事が困難である事を説明し、本、カセット、自己作品等保護者に預かってもらうか、廃棄する事を促していく。

・和室コーナーの私物はきちんと片付けるように声掛けする。

②社会資源の活用、趣味の幅を広げる。

・興味のある絵画展、美術展など情報提供し、芸術作品の展覧会に出掛ける。

・図書館を利用し、趣味である本を鑑賞することができる事を知らせる。

・書店に同伴し、欲しい本を一緒に探す。

・短歌、絵画などの自作作品の応募があった場合、出品するよう手助けする。

・今までの自作絵画の写真に、カバーをつけてプリントして部屋などに装飾する。

③ペースメーカの装着

・毎日バイタルチェックし異常がないことを確認し、本人へも伝える。

・装着している事を意識して体を動かす事を拒否することがある為、激しい運動でなければ行なって良いことを説明し、身体機能・体力を維持できるように助言していく。

＜評価＞

　身の回りの整理、保清、ペースメーカー装着による身体機能・体力維持に関しては見守りや介入を要する状態にあるが、施設生活の範囲においては、趣味活動を持ちながら生活を満喫している様子もある。現在のＡＤＬや活動性を維持できるよう見守り、介入を継続していく。

